
〇令和７年度当初予算を大公開！〇令和７年度当初予算を大公開！
〇〇みんなのひろばみんなのひろば
　・第38回大野ダムさくら祭り　・第38回大野ダムさくら祭り
　・　・南丹市消防団入退団式　　ほか南丹市消防団入退団式　　ほか
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お仕事  紹介

◆
一
般
会
計
歳
入
予
算
の
状
況

市
税

41
億
９
，
２
１
２
万
円

地
方
譲
与
税
等

14
億
7
8
8
万
円

地
方
交
付
税

97
億
円

国
庫
支
出
金
・
府
支
出
金

47
億
９
，
７
４
４
万
円

繰
入
金

15
億
５
，
３
７
７
万
円

寄
附
金

3
億
5
，
0
8
0
万
円

市
債

43
億
５
，
９
１
０
万
円

そ
の
他

8
億
5
，
1
8
9
万
円

合
計

２
７
２
億
１
，
３
０
０
万
円

会計名 令和７年度 令和６年度 増減率

一般会計 272億1,300万円 237億8,000万円 14.4% 増

特別会計 90億3,800万円 89億3,088万円 1.2% 増

内　
訳

国民健康保険事業 40億3,800万円 39億9,100万円 1.2% 増

(事業勘定) 37億6,060万円 38億970万円 1.3% 減

(直営診療施設勘定) 2億7,740万円 1億8,130万円 53.0% 増

介護保険事業 43億3,170万円 42億9,940万円 0.8% 増

土地取得事業 70万円 8万円 775.0% 増

後期高齢者医療事業 6億6,760万円 6億4,040万円 4.2% 増

公営企業会計 60億8,432万円 60億351万円 1.3% 増

内 
訳

水道事業会計 18億2,173万円 17億5,155万円 4.0% 増

下水道事業会計 42億6,260万円 42億5,197万円 0.2% 増

合    計 423億3,532万円 387億1,439万円 9.4% 増

※金額及び増減率は端数調整しています。

◆
全
会
計
当
初
予
算
の
状
況

を

【
基
本
方
針
】

　

令
和
７
年
度
は
、
任
期
最
終

年
の
総
仕
上
げ
の
予
算
と
位
置

づ
け
、「
５
つ
の
柱
プ
ラ
ス
１
」

を
方
針
と
し
て
次
の
重
点
事
項

を
推
進
し
な
が
ら
、
財
政
健
全

化
へ
向
け
た「
プ
ラ
ス
ワ
ン
」の

取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。

１　

�

子
育
て
環
境
の
充
実
、
若

者
定
住
の
ま
ち
づ
く
り

２　

�

農
林
業
振
興
・
企
業
誘
致
に

よ
る
地
域
や
産
業
の
活
性

化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り　

３　

�

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
福

祉
や
防
災
の
ま
ち
づ
く
り

４　

�

地
域
の
個
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り　
　

５　

�

教
育
・
文
化
と
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り

　
　

�

行
財
政
改
革
に
基
づ
く
ま

ち
づ
く
り

＋1

南丹市の

を              します

令
和
7
年
度
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学
校
給
食
共
同
調
理
場
新
築
事
業

22
億
１
，
２
８
４
万
１
千
円

　
園
部
・
八
木
の
調
理
場
が
老
朽
化
し

て
い
る
た
め
、
既
存
の
調
理
場
を
集
約

し
た
調
理
場
を
新
築
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業（
多
目
的
広

場
整
備
事
業
）

１
億
４
，
０
５
１
万
１
千
円

　
園
部
町
本
町
の
市
有
地
に
賑
わ
い
創

出
の
拠
点
と
し
て
多
目
的
広
場
を
整
備

し
ま
す
。

船
井
郡
衛
生
管
理
組
合
負
担
事
業

（
新
火
葬
場
建
設
事
業
負
担
金
）

2
億
8
，
5
8
6
万
3
千
円

　
船
井
郡
衛
生
管
理
組
合
が
行
う
新
火

葬
場
建
設
に
か
か
る
工
事
費
の
一
部
を

負
担
し
ま
す
。

環
境
計
画
推
進
事
業（
地
球
温
暖
化
対

策
事
業
）

３
億
２
，
0
4
7
万
3
千
円

　
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
実
現
す
る
た
め
、
公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
設
備
や
木
質
ボ
イ
ラ
ー
設
備

の
導
入
、
市
民
・
事
業
者
へ
の
太
陽
光

発
電
設
備
な
ど
の
設
備
導
入
補
助
を
行

う
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
向

け
た
さ
ら
な
る
設
備
導
入
を
促
進
し
ま

す
。

農
業
関
連
施
設
等
管
理
費（
八
木
バ
イ

オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
新
プ
ラ
ン
ト

建
設
事
業
）１

億
６
，
６
０
１
万
１
千
円

　
八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

が
供
用
開
始
か
ら
27
年
を
経
過
し
た
た

め
、
次
世
代
型
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
の
建
設
に
係
る
地
盤
調
査
や
実
施
設

計
等
の
実
施
及
び
車
両
の
更
新
を
行
い

ま
す
。

都
市
計
画
公
園
事
業（
園
部
公
園
再
整

備
事
業
）

１
億
５
，
０
９
３
万
２
千
円

　
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
用
し
や
す
い
広
場

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
園
路
を
設
け
、
幅
広

い
世
代
で
楽
し
め
る
公
園
を
整
備
し
ま

す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
整
備
事
業

（
ふ
れ
あ
い
広
場
整
備
事
業
）

３
億
８
４
０
万
４
千
円

　
周
辺
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て「
元
桐
ふ
れ
あ
い
広

場（
仮
称
）」及
び「
園
部
南
部
ふ
れ
あ
い

広
場（
仮
称
）」を
整
備
し
ま
す
。

大
阪
関
西
万
博
推
進
事
業

２
，
２
０
５
万
３
千
円

　
現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
大
阪
・
関
西

万
博
の
関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
へ
の
出
展
及

び
万
博
と
関
連
し
た
取
組
と
し
て
、
園

部
城
の
V
R
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
、

市
の
観
光
P
R
を
推
進
し
ま
す
。

高
齢
者
地
域
交
流
支
援
事
業

９
９
０
万
８
千
円

　
地
域
の
つ
な
が
り
の
醸
成
及
び
高
齢

者
の
孤
立
化
防
止
を
目
的
と
し
て
、
多

世
代
交
流
や
高
齢
者
相
互
の
交
流
を
促

進
す
る
事
業
を
実
施
す
る
自
治
会
等
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

庁
舎
等
施
設
整
備
事
業

２
億
４
，
０
１
８
万
７
千
円

　
既
存
の
２
号
庁
舎
の
耐
震
改
修
工
事

な
ど
を
行
い
、
防
災
拠
点
施
設
と
し
て

の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

▲学校給食共同調理場外観イメージ

▲園部公園

▲南丹市役所
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おやこの食育教室

毎日の食事を、
もっと楽しく、もっと健康に！

　

幅
広
い
方
を
対
象
に
し
た
食
育
事
業

で
は
、
こ
ど
も
が
楽
し
く
作
れ
る
レ
シ

ピ
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が
た
っ
ぷ
り
と
れ
る

レ
シ
ピ
、
料
理
初
心
者
で
も
作
り
や
す

い
簡
単
レ
シ
ピ
な
ど
、
食
改
さ
ん
が
考

え
た
お
す
す
め
レ
シ
ピ
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
お
い
し
か
っ
た
」

「
家
で
も
作
っ
て
み
ま
す
」と
い
う
感
想

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
が
実
施
し
て
い
る
事
業
に

も
出
務
し
、
食
に
関
す
る
健
康
情
報
を

発
信
し
、
行
政
と
手
を
取
り
合
い
な
が

ら
健
康
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

南
丹
市
で
は
63
名
の
食
改
さ
ん
が
、

地
域
の
身
近
な
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
健
康
は
、
私
た
ち
の
手
で

食
で
つ
な
ぐ
健
康
の
輪

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
食
を
通
し
た
健
康

づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は「
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ

と
」と
、
日
々
の
食
事
を
大
切
に
さ
れ
て
お
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
い
つ
ま
で
も
楽
し
く
食
卓

を
囲
ん
で
ほ
し
い
と
願
い
、
講
話
や
調
理
実
習

を
通
し
て
、
減
塩
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
地
域
に
広
め
て
い
ま
す
。

農芸高校での食育活動

離乳食教室で調理実習 骨粗しょう症健診で啓発

私たちが
食生活改善推進員、

通称食改さん
です！
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

食
改
活
動
の
魅
力
っ
て
？

た
く
さ
ん
の
学
び
の
機
会

那
須　
な
ぜ
塩
分
を
取
り
す
ぎ
た
ら
い

け
な
い
の
か
と
か
、
野
菜
は
ど
れ
く
ら

い
食
べ
た
ら
よ
い
の
か
と
い
っ
た
具
体

的
な
こ
と
を
養
成
講
座
や
活
動
の
中
で

学
べ
る
こ
と
が
魅
力
だ
な
と
思
い
ま
す
。

食
以
外
に
も
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

こ
と
を
広
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。

馬
渕　
50
歳
を
過
ぎ
て
入
会
、
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
も
っ

と
若
い
頃
に
知
れ
た
ら
よ
か
っ
た
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。

人
と
の
繋
が
り
が
広
が
る

那
須　
先
輩
た
ち
の
知
恵
を
聞
か
せ
て

も
ら
え
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。

一
谷　
私
も
そ
こ
が
魅
力
だ
と
思
い
ま

す
。
少
し
上
の
世
代
の
方
が
培
っ
て
こ

ら
れ
た
、
日
常
の
中
に
あ
る
食
の
コ
ツ

は
、
調
べ
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
。
会
員
同
士
の
ふ
れ
合
い
の
中

で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
も
多
く
、
食
を

通
し
て
地
域
の
方
と
出
会
え
る
交
流
の

場
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

一
谷　
南
丹
市
な
ら
で
は
の
伝
統
食
を

伝
え
て
い
く
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い

け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

那
須　

京
都
府
内
の
他
の
地
域
に
は
、

男
性
の
食
改
員
も
い
る
ん
で
す
よ
。
食

や
健
康
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
男
性
も

増
や
し
て
い
け
た
ら
よ
い
で
す
ね
。

谷
口　
子
育
て
世
代
に
伝
え
て
い
き
た

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
食
べ

る
こ
と
は
一
生
涯
続
く
こ
と
、
親
の
食

事
が
こ
ど
も
の
将
来
の
食
習
慣
に
大
き

く
影
響
す
る
の
で
、
食
べ
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

▲左から那須さん、谷口さん、馬渕さ
ん、一谷さん

食生活改善推進員養成講座を開催します
対象
　�南丹市在住ですべての講座に参加でき、会活動
に積極的に参加できる方
内容
　�講義、調理実習、運動実習などを通じ、食事や
健康づくりに関する知識と技術を修得すること
で、地域での食生活改善推進員の活動を学ぶ
定員　先着15名程度
　※申込が少ない場合は開催しないことあり
　※保育サポートあり
受講料　無料
　※テキスト代2400円と調理実習代は別途必要
会場
　Ａ:アスエルそのべ
　Ｂ:胡麻基幹集落センター
　Ｃ:八木市民センター
　Ｄ:こむぎ山健康学園
　Ｅ:南丹市保健福祉センター美山分室

申込
　�6月4日(水)までに電話、申込書をFAXま
たは健幸まちづくり課窓口へ持参

日程 時間 会場
6月25日（水）

13：30～16：30

A
7月　2日（水） B
7月　9日（水） A
7月16日（水） C
7月23日（水） 9：30～12：30 D
8月　4日（月）

13：30～16：30
D

8月27日（水） E
9月　3日（水） 13：30～15：30 A

�詳細はこちら→

この機会にぜひ受講ください！

終了者には健幸ポイントを100P付与します。



まちの話題を紹介します
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　４月１日、南丹市国際交流会館で、令和
７年度南丹市消防団入退団式が行われまし
た。
　今年度は、新たに24名が入団し、長年地
域に貢献された64名が退団しました。
　南丹市消防団の野中大樹団長からは「市
民の生活と財産を守るため、日頃の訓練に
励んでほしい」と訓示がありました。
　式は厳かながらも温かい雰囲気の中で執
り行われ、地域の防災意識の高まりが感じ
られました。

　４月３日から静岡県で開催された「2025
セントラルジャパンホルスタインショウ・
第50回記念大会」にて、京都府立農芸高等
学校の乳牛が３年連続で部門チャンピオン
を獲得しました。
　大会に向けて、生徒たちは２月中旬から
徹底した管理作業を行い、大会期間中も夜
間交代で世話を続けるなど、真摯な努力を
重ねてきました。
　仲間とともに積み上げた日々の努力が結
実し、見事な成果となりました。

３
年
連
続
部
門
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
受
賞

2
0
2
5
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ

▲受賞した乳牛と農芸高等学校の生徒

　３月29日から４月６日まで、
美山町で「第38回大野ダムさくら
祭り」が開催されました。
　今年は桜の開花時期が遅く、満
開には少し早かったものの、多く
の家族連れや観光客で賑わいまし
た。
　会場には、お弁当やよもぎもち
などを販売する売店や屋台が並
び、春の味覚を楽しむ姿が見られ
ました。
　また、地域特産品や加工食品な
どが当たる抽選会やステージなど
のイベントも行われ、訪れた人々
を楽しませました。
　春の陽気の中、桜のつぼみに期
待を寄せつつ、来場者は一足早い
春の空気を味わいました。

桜
は
ま
だ
で
も
、
笑
顔
は
満
開
！

第
38
回
大
野
ダ
ム
さ
く
ら
祭
り

▲さくら祭りを楽しむ来場者の様子

▲満開の桜（後日撮影）

▲野中団長に宣誓する新入団員

南
丹
市
消
防
団
入
退
団
式

地
域
を
守
る
責
任
を
胸
に



まちの話題を紹介します

7 広報なんたん5月号

議
会
報
告
会

市
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

▲オープニングセレモニーの様子

　4月24日にリニューアルオープン
を迎えた「レジャー＆スパリゾート　
ASOBIYUKU　京都るり渓温泉」の記
念セレモニーが、4月21日に盛大に開
催されました。
　多くの関係者が見守る中、テープ
カットが行われ、華やかな雰囲気に包
まれました。
　新たに整備されたキッズエリアや
フードパークは、訪れた人々から「さら
に快適になった」と好評で、長く親しま
れてきた温泉が、新たな魅力をまとい
再始動しました。

進
化
し
た
施
設
で
お
も
て
な
し

京
都
る
り
渓
温
泉
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　４月15日から24日まで、市内４箇
所で議会報告会が開催され、多くの市
民が参加しました。
　議員からは令和７年度予算の審査結
果が報告され、その後は参加者との意
見交換会が実施されました。
　「地域をどう活性化させるか」「若者
を巻き込んだまちづくりの必要性」な
ど、さまざまな視点から意見が寄せら
れ、会場では活発な議論が交わされま
した。

▲左から…株式会社NTTドコモ　渥美京都支店長、　西
村市長、矢田石油株式会社　矢田社長

　４月17日、南丹市、株式会社NTT
ドコモ、矢田石油株式会社の３者は、
「南丹市のデジタルデバイド解消並び
にDX推進に関する連携協定」を締結し
ました。
　この協定は、デジタル技術の活用に
よって地域課題を解決し、すべての市
民がその恩恵を受けられる環境づくり
を目的としたものです。今後の取り組
みとして、スマートフォンの操作を学
ぶ「スマホ教室」や、購入・プランの相
談などが可能な「出張型ドコモショッ
プ」などの実施が予定されています。

課
題
解
決
へ 

官
民
連
携
で
協
定
締
結

南
丹
市
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
並
び
に
Ｄ
Ｘ
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定　
締
結
式

▲大賞　八木さん（中央）と、特別賞　永口さん（左）、廣さん（右）

　南丹市は、2050年までに二酸化炭素排
出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」
の実現を目指し、省エネや再生可能エネル
ギーの活用に取り組んでいます。南丹市
環境パートナーシップ会議では、この目標を
「みんなの約束2050」と掲げ、推進のシン
ボルとなるロゴマークのデザインを市民から
募集しました。
　同会議の審査により八木優奈さんの作品
が大賞に選ばれ、そのデザインをもとにロ
ゴマークが完成しました。
　今後は、このロゴマークを南丹市の封筒
に印刷するなど、様々な場面で活用します。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
の
旗
印
に

「
み
ん
な
の
約
束
２
０
５
０
」
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

▲意見交換をする参加者と議員
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何
も
し
な
け
れ
ば
、
現
状
維
持
す
ら
厳

し
い
状
況
を
、
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
り
、
農
地
や
集
落
の
環
境
保
全
を
図
っ

た
り
、
雪
ま
つ
り
や
収
穫
体
験
会
の
開
催

な
ど
を
行
い
、
外
部
の
力
を
借
り
て
、
定

住
促
進
に
も
繋
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
現
在
、
4
人
の
I
タ
ー
ン
者

が
定
住
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

約
10
年
に
わ
た
る
取
り
組
み
で
、
神

谷
フ
ァ
ン
も
1
0
0
名
を
超
え
る
ま
で

に
な
り
、
関
係
人
口
の
増
加
と
定
住
者

が
少
し
で
も
増
え
て
い
く
事
を
願
い
、

更
に
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
81
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
美
山
地
域
編

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　

12
世
帯
24
人
が
暮
ら
す
神
谷
区
は
、

高
齢
化
率
83
・
3
%
の
限
界
集
落
で

す
。
実
質
居
住
区
民
の
高
齢
化
率
は

1
0
0
%
と
な
っ
て
お
り
、
極
め
て
超

高
齢
化
の
集
落
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
集
落
を
守
る
事
が
難

し
く
な
る
と
考
え
、
か
つ
て
存
在
し
た

水
車
を
自
分
た
ち
の
手
で
復
活
さ
せ
る

事
で
、
地
域
出
身
者
や
地
域
外
の
方
々

と
交
流
し
、
賑
わ
い
を
創
り
た
い
と
区

民
で
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

神
谷
区
は
、
美
山
町
の
中
で
も
積
雪

の
多
い
地
域
で
、
毎
年
開
催
の「
神
谷
ふ

る
さ
と
雪
ま
つ
り
」は
、
１
０
０
名
を
超

え
る
神
谷
フ
ァ
ン
の
方
々
が
、
夢
中
に

な
っ
て
雪
遊
び
や
、
木
工
体
験
、
あ
っ

た
か
屋
台
の
味
を
楽
し
む
な
ど
、
賑
や

か
な
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　

第
12
回
を
数
え
た
今
年
2
月
の
雪
ま

つ
り
当
日
は
、
積
雪
が
無
か
っ
た
為
に
、

隣
の
集
落
に
移
住
さ
れ
た
若
い
方
が
企

画
内
容
を
工
夫
し
て
下
さ
り
、
テ
ィ
ラ

ノ
サ
ウ
ル
ス
運
動
会
や
、
モ
ル
ッ
ク
競

技
な
ど
を
入
れ
て
、
大
盛
り
上
が
り
の

雪
ま
つ
り
が
開
催
出
来
ま
し
た
。

　

高
齢
化
の
集
落
な
が
ら
、
地
域
外
の

皆
さ
ん
と
も
今
後
交
流
を
深
め
、
住
民

が
明
る
く
元
気
で
希
望
あ
る
暮
ら
し
を

持
続
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

将
来
U
、
J
、
I
タ
ー
ン
を
迎
え
て
い

け
る
魅
力
の
あ
る
ム
ラ
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
車
の
郷
か
ん
だ
ん
倶
楽
部

交
流
で
賑
や
か
な
ム
ラ
づ
く
り
の
取
り
組
み

コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て

多
彩
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

◀農業体験
　春の田植えや、秋の
稲刈り、稲木干し等
は親子連れで参加さ
れた方々の歓声が、
集落の里山にこだま
します。

▶
昨
年
来
心
配
さ
れ
る
お

米
は
、
こ
ん
な
努
力
の

も
と
で
生
産
さ
れ
て
い

る
の
か
と
、
都
市
部
の

皆
さ
ん
は
感
心
し
き

り
。

▲
水
車
広
場
で
大
雪
だ
る

ま
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

▲一番盛り上がったティラノサウルス運
動会は、子どもも大人も歓声をあげて、
参加者は笑いに包まれました。この他、
チェンソ―アートにも感動が広がりま
した。

▲四季それぞれに風情あ
る風景を作っています。

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
集
落
支
援
員
室

　
℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
１
０
８
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昨
年
度
、
胡
麻
郷
小
学
校

で
は
２
回
の
人
権
旬
間
を
設

け
、「
自
分
」の
こ
と
を
見
つ

め
る
取
組
と「
相
手
」を
意
識

す
る
取
組
を
進
め
ま
し
た
。

　

前
期
の
人
権
旬
間
で
は

「
自
分
の
良
さ
を
見
つ
め
よ

う
」を
目
標
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
自
己
ア
ピ
ー
ル
カ
ー

ド
を
作
成
し
て
掲
示
し
、
全

校
の
児
童
で
そ
の
良
さ
を
共

有
し
ま
し
た
。
そ
の
後
ペ
ア
学
年
で

そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ー
ド
に
つ
い
て
思
い

を
述
べ
合
う
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。

カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
子
ど
も
は
嬉

し
そ
う
に
自
分
の
良
さ
を
認
め
て
く

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
目
を
通

し
て
い
ま
し
た
。

　

後
期
の
人
権
旬
間
で
は
、「
仲
間
と

共
に
高
ま
ろ
う
」を
目
標
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
前
期
に
取
り
組
ん
だ
互
い

の
良
さ
を
知
っ
た
上
で
、
ク
ラ
ス
と

い
う
集
団
を
意
識
し
、
ど
う
す
れ
ば

み
ん
な
で
成
長
で
き
る
か
を
学
年
ご

と
に
話
し
合
い
、
実
践
し
て
き
ま
し

た
。
最
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
報
告
会
と
い

う
形
で
全
校
の
み
ん
な
で
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

更
に
、
人
権
教
育
に
関
す
る
授
業

研
究
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
度

は「
L
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｑ
+
」の
方
々
に
関
す

る
課
題
に
つ
い
て
学
習
す
る
中
で
、
子

ど
も
た
ち
は
L
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｑ
+
の
方
々
に

つ
い
て
、
ま
ず
、
正
し
く
知
り
、
そ
の

人
た
ち
の
思
い
を
考
え
、
今
の
生
活
の

中
で
改
善
し
て
い
け
る
こ
と
は
な
い
か

と
、
考
え
を
深
め
ま
し
た
。
世
の
中
の

様
々
な『
少
数
派
』と
い
わ
れ
る
方
々
に

対
し
て
も
、
多
数
派
の
人
が「
相
手
」に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
な
の
か
を
考
え
る
良
い
学
習

と
な
り
ま
し
た
。
授
業
後
に
は
研
究
会

を
設
け
、
全
教
職
員
で
人
権
教
育
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
も「
自
分
」を
大
切
に
し
、
そ

の
良
さ
を
互
い
に
理
解
す
る
こ
と
で
、

「
相
手
」を
思
い
や
る
気
持
ち
が
育
つ
こ

と
を
願
い
、
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

南
丹
市
立
胡
麻
郷
小
学
校

人
権
教
育
主
任　
山や
ま
内う
ち　
誠
ま
こ
と

110
「『自分』と『相手』を意識して」

—第97回—
消費生活情報

●
安
易
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号

や
ア
カ
ウ
ン
ト
の
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー

ド
を
入
力
し
な
い
。

日
頃
か
ら
の
対
策
が
大
切

●
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
や
携
帯
会

社
の
対
策
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
。

●
同
じ
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
使
い

回
し
を
し
な
い
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
明
細

を
こ
ま
め
に
確
認
す
る
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
限
度

額
を
必
要
最
低
限
に
設
定
す
る
。

情
報
を
入
力
し
て
し
ま
っ
た
ら

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
や
金
融

機
関
な
ど
に
連
絡
す
る
。

●
同
じ
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
使

い
回
し
て
い
た
ら
、
全
て
の
サ
ー
ビ

ス
の
登
録
情
報
を
変
更
す
る
。

●
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
窓

口
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

○
南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　

�

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　
　
月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　
　
水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
商
工
観
光
課
）

お気軽にご相談ください

ス
マ
ホ
に
届
く
詐
欺
メ
ー
ル

に
ご
注
意
！

●
利
用
中
の
事
業
者
や
公
的
機
関
な

ど
か
ら
届
い
た
Ｓ
Ｍ
Ｓ
や
メ
ー
ル
で

も
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
を
疑
い
、

リ
ン
ク
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
。

●
事
前
に
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
し
た
正
規

の
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
か
ら
ア
ク
セ
ス

す
る
。

★★  

ひ
と
こ
と
助
言

ひ
と
こ
と
助
言  

★★

事例１  大手通信販売会社を名乗って、商
品発送や支払い状況を確認するよう求め
るメール（SMS）が届いたが、メールにあ
る確認先のＵＲＬをクリックした方が良
いか？
事例２　宅配便の不在配達を知らせるメー
ル（SMS）が届き、ＵＲ
Ｌをクリックしたら個
人情報の入力を求めら
れ、不審に思い閉じた
が大丈夫か？



10広報なんたん5月号

お知らせコーナー

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号

高
校
生
給
付
型
奨
学
金
第
２
次
申

請
を
受
け
付
け
ま
す

●
対
象
　
市
内
在
住
で
、
次
の
①

～
③
全
て
に
該
当
す
る
子

①
令
和
７
年
度
市
民
税（
令
和
６

年
中
の
所
得
に
係
る
も
の
）ま
た

は
令
和
６
年
度
市
民
税
が
非
課
税

の
世
帯

②
母
子（
父
子
）世
帯（
20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
同
居
者
が
い
な
い
家

庭
）、
障
が
い
者
世
帯（
父
母
ま
た

は
そ
の
一
方
が
身
体
障
害
者
手
帳

３
級
以
上
な
ど
）等

③
高
等
学
校（
高
等
専
門
学
校
な

ど
を
含
む
）に
在
籍

●
金
額
　（
入
学
支
度
金
）国
公
立

全
日
制
６
３
，
０
０
０
円
、
私
立

全
日
制
１
７
８
，
０
０
０
円

※
そ
の
他
は
申
請
窓
口
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
入
学
支
度
金
支
給
日
　
７
月
31

日（
木
）

●
提
出
書
類
　
①
申
請
書
等（
申

請
窓
口
に
配
架
）

②
世
帯
員
全
員
分（
被
扶
養
者
を

除
く
）の
令
和
７
年
度
ま
た
は
令

和
６
年
度
、
市
・
府
民
税
課
税
証

明
書

（
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
で
発
行
）

※
窓
口
で
の
申
出
に
よ
り
課
税
証

明
書
の
取
得
手
数
料
は
免
除
さ
れ

ま
す
。

③
母
子（
父
子
）世
帯
等
の
事
実
が

確
認
で
き
る
書
類（
写
）

④
在
学
証
明
書

※
印
鑑
お
よ
び
振
込
口
座
の
確
認

で
き
る
も
の（
通
帳
等
）を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法
　
６
月
２
日（
月
）

～
７
月
１
日（
火
）に
南
丹
保
健
所

福
祉
課
、
市
役
所
福
祉
相
談
課
ま

た
は
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
注
意
事
項
　

・
同
居
者
の
状
況
に
よ
っ
て
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
他
の
奨
学
金
制
度
と
支
給
調
整

を
す
る
こ
と
が
あ
り
、
新
２
、３

年
生
は
支
給
額
が
０
円
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

問
南
丹
保
健
所
福
祉
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
２
－
０
３
６
１

問
福
祉
相
談
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
３

特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）医
療
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
の
継

続
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。
継
続

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
期
間
内
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
　
６
月
２
日（
月
）

～
７
月
31
日（
木
）

●
場
所
　
京
都
府
南
丹
保
健
所

問
京
都
府
南
丹
保
健
所
保
健
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
２
－
２
９
７
９

木
造
住
宅
耐
震
事
業
の
ご
案
内

〈
木
造
住
宅
耐
震
診
断
〉

　
地
震
に
備
え
る
た
め
、
ま
ず
ご

自
宅
の
耐
震
性
が
ど
の
程
度
あ
る

の
か
、
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
対
象

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
住
宅

・
昭
和
56
年
６
月
以
降
に
増
築
さ

れ
て
い
な
い
こ
と

・
延
床
面
積
２
分
の
１
以
上
が
住

宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

●
受
付
期
間
　
４
月
１
日
～
１
月

31
日

※
早
期
に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
負
担
金
額
　
３
，
０
０
０
円

〈
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
〉

　
耐
震
診
断
を
行
っ
た
結
果
、
倒

壊
す
る
可
能
性
が
高
い
木
造
住
宅

を
対
象
に
、
耐
震
改
修
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
所
在
地

や
改
修
内
容
に
よ
っ
て
、
補
助
額

が
違
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
　
４
月
１
日
～
12
月

28
日

※
早
期
に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
建
設
整
備
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
１

市
営
住
宅（
公
営
住
宅
）の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す

●
申
込
資
格 

　
①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

②
現
に
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務

場
所
が
あ
る
こ
と
。

※
他
に
、
収
入
額
な
ど
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
す
る
住
宅  

５
月
30
日

（
金
）以
降
に
、
市
役
所
、
各
支
所

等
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
６
月
３
日（
火
）

～
６
月
13
日（
金
）（
土
・
日
を
除

く
） 

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

●
申
込
方
法  

住
宅
入
居
申
込
書

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
方
法
は
持
参
の
ほ
か
、
必

要
書
類
を
同
封
の
う
え
、
郵
送
も

可
能
と
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
募

集
期
間
内
に
都
市
計
画
課
に
必
着

す
る
こ
と
）

※
入
居
者
募
集
案
内
書
、
提
出
書

類
様
式
は
５
月
30
日（
金
）か
ら
各

受
付
場
所
に
て
配
布
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
受
付
場
所
　
都
市
計
画
課
お
よ

び
各
支
所
総
務
課
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※
各
支
所
総
務
課
で
の
受
付
は
、

持
参
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合
に

限
り
ま
す
。

●
入
居
選
考  

入
居
資
格
を
有
す

る
方
の
中
か
ら
、「
南
丹
市
営
住

宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
」に
基
づ
き
選
考
し
ま
す
。

●
入
居
予
定
　
令
和
７
年
８
月
下

旬　※
令
和
７
年
度
市
営
住
宅
等（
公

営
住
宅
）の
入
居
者
募
集
に
つ
い

て
は
、
９
月
、
12
月
、
令
和
８
年

３
月
頃
の
年
４
回
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
諸
事
情
に
よ
り
前
後
す

る
こ
と
等
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

納
期
限
の
お
知
ら
せ

〈
６
月
30
日（
月
）納
期
限
〉

・
市
府
民
税
・
森
林
環
境
税（
普

通
徴
収
）第
１
期
分　
　

問
税
務
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
４

・
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期
分

問
市
民
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

・
介
護
保
険
料
第
１
期
分　
　
　

問
高
齢
福
祉
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

・
保
育
所
保
育
料
等
６
月
分

・
保
育
所
延
長
保
育
料
５
月
分

・
一
時
保
育
料
５
月
分

・
幼
稚
園
給
食
費
６
月
分　

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
５
月
分

・
す
こ
や
か
学
園
使
用
料
６
月
分

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
７

・
市
営
住
宅
使
用
料
６
月
分　
　

問
都
市
計
画
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

・
学
校
給
食
費
６
月
分　
　
　
　

問
学
校
教
育
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
６

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
６

月
分　
　

問
社
会
教
育
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

※
市
税
や
各
種
料
金
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
大
変
便
利
で

す
。
ま
た
、
市
税
や
一
部
料
金
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

納
付
が
可
能
で
す
。

自
動
車
税（
種
別
割
）納
期
限
の
お

知
ら
せ

　
自
動
車
税（
種
別
割
）の
納
期
限

は
６
月
２
日（
月
）で
す
。
お
近
く

の
金
融
機
関
、
郵
便
局
ま
た
は
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
用
い
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付（
決
済
ア
プ
リ
・
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
・
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
等
に
よ
る
納
付
）も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封

の
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
納
税
通
知
書
が
届
い
て

い
な
い
場
合
は
振
興
局
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
京
都
府
南
丹
広
域
振
興
局
税
務

課ＴＥＬ
０
７
７
１
－
２
２
－
０
３
３
０

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
２
２
－
０
４
１
５

移
住
・
定
住
支
援
の
ご
案
内

〈
子
育
て
お
う
え
ん
住
宅
支
援
事

業
〉

　
子
育
て
負
担
の
軽
減
を
目
的
に

行
う
、
リ
ビ
ン
グ
・
台
所
・
浴
室
・

脱
衣
所
・
こ
ど
も
部
屋
の
改
修
費

を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
世
帯
　
令
和
７
年
４
月
１

日
時
点
に
お
い
て
、
18
歳
未
満
の

こ
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
世
帯

※
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

●
補
助
金
額
　
改
修
費
に
対
し
て

２
分
の
１
以
内（
１
子
世
帯
10
万

円
以
内
、
２
子
世
帯
20
万
円
以

内
、
３
子
以
上
の
世
帯
30
万
円
以

内
）

●
対
象
と
な
る
工
事
の
例

　
こ
ど
も
の
人
数
に
応
じ
て
、
既

存
の
こ
ど
も
部
屋
を
複
数
に
仕
切

る
工
事

〈
Ｕ
タ
ー
ン
者
住
宅
購
入
等
支
援

事
業
〉

　
住
宅
の
購
入
・
新
築
・
改
築
を

伴
い
、
本
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
子

育
て
世
帯
に
対
し
て
、
南
丹
市
商

工
会
が
発
行
す
る
商
品
券
を
交
付

し
ま
す
。

●
対
象
世
帯
　
転
入
す
る
世
帯
員

に
３
年
以
上
市
外
に
居
住
し
た
Ｕ

タ
ー
ン
者
が
含
ま
れ
て
い
る
世
帯

※
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

●
商
品
券
交
付
額
の
例
　
園
部
町

に
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
場
合
：

３
年
間
で
計
22
万
５
千
円（
年
度

ご
と
に
申
請
が
必
要
で
す
）

問
地
域
振
興
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
９

令
和
７
年
度
慰
霊
巡
拝
の
実
施
に

つ
い
て

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦

域
と
な
っ
た
陸
上
お
よ
び
遺
骨
収

集
を
望
め
な
い
海
上
等
に
お
け
る

戦
没
者
、
ま
た
は
硫
黄
島
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
パ
ラ
オ
諸
島
の
戦
没
者

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら
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を
慰
霊
す
る
た
め
に
、
遺
族
代
表

に
よ
る
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
現
地
の
治
安
状
況
を
踏

ま
え
、
慰
霊
巡
拝
の
実
施
を
見
合

わ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
参
加
遺
族
に
つ
い
て
は

選
考
基
準
が
あ
り
、
巡
拝
費
用
に

つ
い
て
も
参
加
者
負
担
が
あ
り
ま

す
。

問
福
祉
相
談
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
３

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
等
の
変
更

に
つ
い
て

　

令
和
７
年
８
月
診
療
分
か
ら
、

福
祉
医
療
費
受
給
者
証（
障
が

い
）、
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康

管
理
事
業
の
市
独
自
制
度
の
対
象

範
囲
に
つ
い
て
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
変
更
後
の
市
制
度
の
対
象
者
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
、
４
級

の
方
の
う
ち
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
。

②
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方

で
Ｉ
Ｑ
概
ね
36
以
上
の
方
の
う

ち
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
。

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２

級（
府
制
度
の
方
を
除
く
）、
３
級

の
方
の
う
ち
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２

級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
な
ど
の
京
都

府
制
度
対
象
の
方
は
従
前
と
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、

７
月
末
ま
で
使
用
可
能
で
す
。
毎

年
７
月
に
所
得
判
定
を
行
い
、
８

月
か
ら
の
受
給
可
否
を
判
定
し
て

い
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
７

人
材
募
集

自
衛
隊
各
種
採
用
試
験
に
関
す
る

ご
案
内

〈
自
衛
官
候
補
生
〉

●
概
要
　
入
隊
後
２
年
毎
に
継
続

ま
た
は
就
職
・
進
学
を
選
択
で
き

る
コ
ー
ス

●
資
格
　
18
才
以
上
33
才
未
満

●
試
験
期
日
　
受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

〈
幹
部
候
補
曹
〉

●
概
要
　
数
年
間
の「
曹
」と
し
て

の
勤
務
を
経
て
幹
部
自
衛
官
に
任

官
す
る
コ
ー
ス

●
資
格
　
令
和
８
年
４
月
１
日
現

在
、
20
歳
以
上
33
歳
未
満

●
受
付
締
切
　
６
月
６
日（
金
）

●
試
験
期
日
　
６
月
14
日（
土
）

〈
一
般
幹
部
候
補
生（
一
般
要
員
）〉

●
概
要
　
入
隊
後
約
１
年
で
陸
・

海
・
空
の
幹
部
自
衛
官
に
任
官
す

る
コ
ー
ス

●
資
格
　
令
和
８
年
４
月
１
日
現

在
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満

●
受
付
締
切
　
６
月
６
日（
金
）

●
試
験
期
日
　
６
月
14
日（
土
）

〈
採
用
説
明
会
の
ご
案
内
〉

●
場
所
　
亀
岡
募
集
案
内
所

●
内
容
　
自
衛
官
の
仕
事
と
生
活

お
よ
び
採
用
種
目

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

問
防
衛
省
自
衛
隊
亀
岡
募
集
案
内

所ＴＥＬ
０
７
７
１
－
２
４
－
４
１
７
０

子
育
て
支
援

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
６
月

事
業
の
お
知
ら
せ

〈
共
通
事
項
〉

●
申
込
方
法
　
事
前
に
来
所
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

６
月
の
事
業
の
申
し

込
み
受
付
は
、
５
月
7
日（
水
）か

ら
行
い
ま
す
。

●
参
加
人
数
　
親
子
40
人
程
度

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
日
時
　
６
月
２
日（
月
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
〉　

●
日
時
　
６
月
６
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
園
部
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

※
バ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う（
１
歳

～
）〉

●
日
時
　
６
月
13
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ

ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場「
ぽ
こ
ぽ

こ
く
ら
ぶ
」（
６
月
）

〈
各
ひ
ろ
ば
共
通
事
項
〉

○
各
ひ
ろ
ば
の
ご
利
用
は
無
料
で

す
。

○
要
申
込
の
講
座
は
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

○
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
電
話
等
に

て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
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〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
の
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

3
時
～
5
時
30
分
、
同
場
所
で
、

み
ん
な
の
居
場
所「seedbase

（
シ
ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開
催
し
ま

す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
殿
田
交
流
セ
ン
タ
ー

（
殿
田
活
力
倍
増
セ
ン
タ
ー
横
）

〈
美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
美
山
分
室
）　

〈
八
木
中
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
月
第
2
木
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
八
木
中
学
校
2
階
多
目

的
室

〈
産
後
か
ら
だ
ケ
ア
〉【
要
申
込
】

　
出
産
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
骨

盤
底
筋
を
放
っ
て
お
く
と
、
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
に
。
ま
ず
は
自
分
の

骨
盤
の
状
態
を
知
っ
て
、
ケ
ア
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
６
月
20
日（
金
）　

午
前
10
時
～
正
午　

※
先
着
8
名（
託
児
付
き
）

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

●
対
象
　
産
後
6
カ
月
く
ら
い
ま

で
の
産
婦
さ
ん

●
参
加
費
　

1
，
0
0
0
円

〈
産
後
ほ
っ
こ
り
の
日
〉【
要
申
込
】

　
産
後
1
年
ま
で
の
お
母
さ
ん
達

に
ほ
っ
こ
り
し
て
も
ら
う
日
で

す
。
温
か
い
お
昼
ご
飯
付
き
。
毎

月
第
1
月
曜
日
か
ら
予
約
受
付
開

始
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
26
日（
木
）　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

●
対
象
　
産
後
1
年
ま
で
の
お
母

さ
ん
と
お
子
さ
ん

●
参
加
費
　

1
，
0
0
0
円

〈
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
〉【
要
申
込
】

　

ヨ
ガ
で
身
体
の
状
態
を
感
じ
、

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ツ
ボ
を
用

い
て
内
臓
を
温
め
ま
す
。
肩
こ

り
・
冷
え
・
月
経
痛
・
産
後
の
不

調
・
更
年
期
症
状
な
ど
、
女
性
の

心
と
身
体
を
整
え
る
講
座
で
す
。

●
日
時
　
６
月
23
日（
月
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
参
加
費
　

1
，
5
0
0
円
、
託

児
付
き
2
，
0
0
0
円

〈
た
ま
ぴ
よ
く
ら
ぶ
〉【
要
申
込
】

　
た
ま
ぴ
よ
く
ら
ぶ
は
妊
娠
・
出

産
・
育
児
に
対
す
る
疑
問
や
お
気

持
ち
を
専
門
職
を
交
え
て
お
話
し

す
る
教
室
で
す
。
妊
婦
さ
ん
だ
け

で
な
く
、
パ
パ
や
ご
家
族
の
参
加

も
大
歓
迎
。

　
た
ま
ぴ
よ
く
ら
ぶ
は
2
回
で
1

セ
ッ
ト
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
1
回

の
み
の
ご
参
加
で
も
Ｏ
Ｋ
！
毎
月

で
も
、
何
回
で
も
ご
参
加
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

●
日
時
　
１
回
目
６
月
５
日（
木
）

2
回
目
７
月
3
日（
木
）

 

午
前
9
時
45
分
～
11
時
45
分　

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所
　 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ

ー
ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

●
対
象
　
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
ご
家

族●
参
加
費
　
無
料

Instagram LINE Facebook

問ＮＰＯ法人グローアップ
ＴＥＬ080-3857-8119　　　
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相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談（要予約）6月11日、25日（ い
ずれも水曜日）

①14：00～
②15：00～

予 約 時 に 案 内 し ま
す。

人権政策課
ＴＥＬ0771-68-0015

特設人権相談
（要予約） 6月10日（火） 13：30～16：00 八木市民センター

京都地方法務局園部
支局
ＴＥＬ0771-62-0208

福
　
祉

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談

（要予約）

弁護士による相談
6月18日（水）
※6月11日（水）まで
に予約

14：00～15：00 市役所中央庁舎
相談室 福祉相談課

ＴＥＬ0771-68-0023
社会福祉士による相
談（月曜日～木曜日）9：00～16：00 市役所ほか

身体障害者巡回相
談（整形）

6月17日（火）
6月6日（金）までに予
約

9：45～11：15 園部文化会館
３階研修室

社会福祉課
ＴＥＬ0771-68-0007

障害年金相談
（要予約） 6月24日（火） 13：00～17：00 市役所中央庁舎

１階相談室
市民課
ＴＥＬ0771-68-0011

なんでも相談
（障がい）

6月21日（土）

13：00～15：00

そよかぜ美山
社会福祉課　
ＴＥＬ0771-68-0007

6月23日（月） そよかぜ八木
6月24日（火） そよかぜ日吉
6月27日（金） 京都太陽の園分場

く
ら
し

無料税務相談
（要予約）

6月５日（木）

13：00～16：30

亀岡商工会議所
園部納税協会
ＴＥＬ0771-62-0039
※前週木曜日の午前
中までに予約

6月12日（木） 園部納税協会
6月19日（木） 亀岡商工会議所
6月26日（木） 園部納税協会
7月3日（木） 亀岡商工会議所

行
政
・
法
律

行政相談 6月10日（火） 13：30～15：30 園部文化会館３階会
議室

京都行政監視相談セ
ンター
ＴＥＬ075-802-1100
総務課
ＴＥＬ0771-68-0002

南丹市無料法律相
談会（要予約）

6月17日（火）
13：00～16：00

市役所日吉支所１階
食堂 総務課

ＴＥＬ0771-68-00027月9日（水） 八木市民センター会
議室３

京都府無料法律相
談（先着順8名）

7月7日（月）
※７月２日（水）以降
に午前9時から予約

13：30～16：30 京都府園部総合庁舎
１階

南丹広域振興局
園部地域総務防災課
ＴＥＬ0771-62-0360
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催
し

令
和
８
年
南
丹
市
二
十
歳
の

つ
ど
い
開
催
の
お
知
ら
せ

●
日
時
　
令
和
８
年
１
月
11
日

（
日
）

午
後
１
時
30
分
～

（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
～
）

●
会
場
　
園
部
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル●
内
容
　
式
典（
記
念
品
贈
呈
、

誓
い
の
言
葉
等
）、
記
念
写
真
撮

影●
対
象
者
　
南
丹
市
在
住
お
よ
び

出
身（
平
成
17
年
４
月
２
日
～
平

成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※
対
象
者
で
市
内
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
11
月

中
旬
に
受
付
票
な
ど
の
案
内
状
を

送
付
し
ま
す
。

※
市
外
へ
転
出
さ
れ
て
い
る
出
席

希
望
の
方
は
、
社
会
教
育
課
ま
で

案
内
状
送
付
先
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

※
出
欠
の
回
答
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

〈
南
丹
市
二
十
歳
の
つ
ど
い
実
行

委
員
募
集
〉

　
20
歳
の
記
念
に
自
分
た
ち
の
企

画
で「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」を
作
り

上
げ
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
者
　
南
丹
市
在
住
お
よ
び

出
身
の
方（
平
成
17
年
４
月
２
日

～
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

●
期
限
　
６
月
30
日（
月
）

●
応
募
方
法
　
電
話
も
し
く
は
応

募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

問
社
会
教
育
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
サ
ポ
ー

ト
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
新
規
参
加
の
方
、
活
動
量
計
や

か
ら
だ
カ
ル
テ
等
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
の
相
談
、
サ
ポ
ー
ト
を
し

ま
す
。

●
日
程
／
場
所

・
６
月
３
日（
火
）
／
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
美
山
分
室（
南
丹
み
や

ま
診
療
所
の
横
に
あ
り
ま
す
）

・
６
月
４
日（
水
）
／
胡
麻
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー（
１
階
和
室
）

・
６
月
５
日（
木
）
／
園
部
文
化

会
館（
３
階
大
研
修
室
）

・
６
月
６
日（
金
）八
木
市
民
セ
ン

タ
ー（
３
階
防
災
ル
ー
ム
）

●
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分

●
内
容
　
午
前
10
時
か
ら
初
め
て

参
加
さ
れ
る
方
に
動
画
に
よ
る
概

要
説
明

・
個
別
相
談（
受
付
時
間
内
）

●
定
員
　
各
日
20
人

●
予
約
期
限
　
各
実
施
日
の
３
日

前
ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

●
持
ち
物
　
新
規
の
方　
初
回
登

録
セ
ッ
ト

既
存
参
加
者
の
方　

活
動
量
計
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
お
持
ち
の
方
）

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
測
定
会

の
お
知
ら
せ（
日
吉
町
胡
麻
地
区
）

　
「
胡
麻
で
健
幸
測
ろ
う
会
」主
催

で
月
に
一
回
体
組
成
計
測
定
が
で

き
ま
す
。

　
予
約
不
要
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　

6
月
20
日（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
場
所
　
胡
麻
基
幹
集
落
セ
ン
タ

ー
１
階

●
持
ち
物
　
活
動
量
計
も
し
く

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

問
胡
麻
で
健
幸
測
ろ
う
会

ＴＥＬ
０
８
０
－
５
２
９
０
－
８
９
０
０

八
木
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
の
お

知
ら
せ

〈
第
39
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使

用
講
習
会
開
催
〉

　
機
器
を
使
用
し
た
い
方
は
、
必

ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
６
月
10
日（
火
）

午
後
８
時
～　
　

※
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

●
場
所
　
南
丹
市
八
木
フ
ィ
ジ
カ

ル
セ
ン
タ
ー（
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館
内
）

●
内
容
　
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

の
正
し
い
使
い
方

・
健
康
・
安
全
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

法●
定
員
　
10
名（
先
着
順
）

〈
色
と
り
ど
り
の
水
引
を
使
い
七

夕
飾
り
を
作
る
〉

●
日
時
　
６
月
14
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３
時

６
月
15
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館
会
議
室（
南
丹
市
八

木
町
西
田
）

●
参
加
料
　
２
，
５
０
０
円

●
持
ち
物
　
ニ
ッ
パ
ー・目
打
ち・

ハ
サ
ミ

●
内
容
　
色
と
り
ど
り
の
水
引
を

使
い
七
夕
飾
り
を
作
る
。
自
分
だ

け
の
七
夕
飾
り
で
願
い
を
込
め
ま

す
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
木
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会　
口
丹
波
勤
労
者
福
祉
会
館

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
４
２
－
５
４
８
４  

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
４
２
－
５
６
８
４

fualx504@
kcn.jp

園
部
町
宍
人
丹
波
音
頭
保
存
会
か

ら
の
お
知
ら
せ

〈
音
頭
取
り
講
習
〉

●
日
時
　
６
月
14
日
～
７
月
12
日

毎
週
土
曜
日

午
後
７
時
～
８
時
30
分

●
場
所
　
園
部
文
化
会
館

〈
踊
り
講
習
〉

●
日
時
　
７
月
12
日（
土
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

●
場
所
　
園
部
文
化
会
館

※
ど
ち
ら
の
講
習
も
南
丹
市
民

（
市
外
の
方
も
南
丹
市
で
活
動
で

き
る
人
は
可
）が
対
象
で
す
。

問
園
部
町
宍
人
丹
波
音
頭
保
存
会

ＴＥＬ
０
９
０
－
３
７
１
７
－
４
９
０
０

くわしくは
こちら
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込
み
い
た
だ
く
か
、
お
名
前
と
連

絡
先
を
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
６
３
－
２
８
5
０

be-syakai@
city.nantan.

lg.jp七
夕
映
画
会「
侍
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

パ
ー
」上
映
の
ご
案
内

　
今
年
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞

作
品
の
映
画
で
す
。
と
に
か
く
お

も
し
ろ
い
！
爆
速
の
2
時
間
11
分

映
画
の
面
白
さ
を
身
近
な
八
木
市

民
セ
ン
タ
ー
の
ス
ク
リ
ー
ン
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
６
日（
日
）

１
回
目
上
映　
午
前
９
時
30
分
～

正
午

２
回
目
上
映　
午
後
２
時
～
４
時

30
分

●
場
所
　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

文
化
ホ
ー
ル　

●
入
場
料
　
大
人
１
，
０
０
０
円

高
校
生
以
下
５
０
０
円（
小
学
生

以
下
無
料
）

※
前
売
り
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当

〈
ど
る
ち
ぇ
の
つ
ど
い
〉　

ト
ー
ク
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
い
つ
も
思
っ
て
い
る
こ
と
や
感

じ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
い
情
報

交
換
を
し
た
り
、
築
１
４
５
年
の

古
民
家
で
枯
山
水
の
庭
を
眺
め
な

が
ら
楽
し
い
お
喋
り
を
し
ま
し
ょ

う
。

●
日
時
　
６
月
22
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
場
所
　
ど
る
ち
ぇ
の
家（
Ｊ
Ｒ

八
木
駅
西
口
前
）

●
申
込
方
法
　
氏
名
、
電
話
番
号

を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
ど
る
ち
ぇ
の
家　

ＴＥＬ
／
ＦＡＸ
０
７
７
１
－
４
２
－
５
２ 

５
１

学
び
の
南
丹「
南
丹
市
人
権
教
育

講
座
第
１
講
」の
ご
案
内

●
日
時
　
７
月
５
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
開
場
：
午
後
１
時
）

●
会
場
　
園
部
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル●
演
題
　「
ア
ニ
メ
映
画
で
考
え

る
人
権
～
明
る
く
楽
し
い
人
権
学

習
の
す
す
め
～
」

●
定
員
　
４
０
０
名

●
申
込
方
法
　
７
月
４
日（
金
）ま

で
に
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し

日
の
料
金
お
支
払
い
と
な
り
ま

す
。
1
時
間
前
か
ら
入
場
で
き
ま

す
の
で
、
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
１
５
０

席
配
置
）

問
八
木
町
文
化
協
会
事
務
局

（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
４
２
－
３
１
３
２

俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
期
間
　
６
月
２
日（
月
）

～
９
月
５
日（
金
）

●
基
準
　
未
発
表
の
作
品
で
俳
句

定
型（
17
文
字
）有
季（
季
節
不
問
）

３
句
以
内（
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
）、
短
歌
定
型（
31
文
字
）２
首

以
内（
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
）

●
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
を
記
載

し
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

問
美
山
町
文
化
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
４
４

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
７
５
－
０
８
０
１

be-syakai@
city.nantan.

lg.jp〒
６
０
１
－
０
７
９
７

南
丹
市
美
山
町
島
島
台
51
番
地

令
和
７
年
度　
簿
記
教
室
の
ご
案

内
　
納
税
協
会
で
は
、
初
め
て
簿
記

を
学
ぶ
方
を
対
象
に
簿
記
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
教
室
は
、
簿
記
の
基
礎
知

識
と
複
式
簿
記
で
の
一
連
の
流
れ

を
習
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時
　
７
月
２
日（
水
）、
９
日

（
水
）、
16
日（
水
）、
23
日（
水
）

午
後
６
時
～
９
時　
計
４
回

●
場
所
　
園
部
納
税
協
会
２
階
会

議
室

●
定
員
　
20
名（
申
込
者
が
５
名

以
下
の
場
合
は
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

●
受
講
料
　
園
部
納
税
協
会
員
は

無
料（
会
員
の
社
員
、
従
業
員
、

家
族
の
方
も
無
料
）

会
員
以
外
の
方
は
２
，
２
０
０
円

（
当
日
受
付
で
徴
収
し
ま
す
）

●
持
ち
物
　
教
材
は
配
付
し
ま

す
。
筆
記
用
具
、
電
卓
等
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
６
月
25
日（
水
）

問
公
益
社
団
法
人
園
部
納
税
協
会

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
２
－
０
０
３
９

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
６
３
－
０
５
８
４

つ
る
の
剛
士
さ
ん

子
育
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
二
男
三
女・５
人
の
父
で
あ
り
、

幼
稚
園
教
諭
資
格
と
保
育
士
資
格

を
取
得
し
た
つ
る
の
剛
士
さ
ん

に
、
子
育
て
の
実
体
験
を
も
と

に
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時
　
７
月
26
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～

●
場
所
　
京
都
府
中
丹
文
化
会
館

●
内
容
　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
60
分
、

質
疑
応
答

●
定
員
　
４
０
０
名

●
申
込
方
法
　
６
月
30
日（
月
）ま

で
に
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
一
般
財
団
法
人
京
都
府
市
町
村

職
員
厚
生
会

ＴＥＬ
０
７
５
－
４
１
１
－
０
０
８
４

申込みフォーム

厚生会
ホームページ
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全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

in
京
都
丹
波

　
令
和
８
年
９
月
18
日
か
ら
11
月

８
日
ま
で
の
52
日
間
、「
第
43
回

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
in
京
都
丹

波
」を
開
催
し
ま
す
。

〈
冠
事
業
の
募
集
に
つ
い
て
〉

　
「
第
43
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ

ア
in
京
都
丹
波
」等
の
冠
称
を
使

用
し
て
い
た
だ
け
る
応
援
イ
ベ
ン

ト
を
募
集
し
ま
す
。

●
冠
事
業
の
主
な
要
件

令
和
８
年
11
月
８
日
ま
で
の
期
間

に
実
施
す
る
事
業

●
応
募
方
法
　
当
該
事
業
開
催
日

の
30
日
前
ま
で
に
所
定
の
申
請
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

第
43
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
in

京
都
丹
波
実
行
委
員
会
事
務
局

（
亀
岡
市
役
所
２
階
）へ
提
出
す
る

か
、
メ
ー
ル
で
事
務
局
ま
で
資
料

添
付
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
に
ぎ
わ
い
事
業
交
付
金
〉

　
地
域
を
元
気
に
し
て
京
都
丹
波

フ
ェ
ア
を
盛
り
上
げ
、
京
都
丹
波

の
魅
力
を
来
訪
者
が
体
感
・
体
験

で
き
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
交
付
金

を
交
付
し
ま
す
。

●
募
集
期
限
　
６
月
20
日（
金
）

問
第
43
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

in
京
都
丹
波
実
行
委
員
会

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
２
１
－
８
３
０
１

ry
o
k
k
a
-fa
ir@

c
ity
.

kam
eoka.lg.jp

にぎわい事業交付金
くわしくはこちら

No.95　南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）

https://www.lics-saas.nexs-service.jp/nantan/

No.119

新
刊
紹
介

『
初
瀬
屋
の
客
』

著
者
／
西
條
　
奈
加

発
行
／
文
藝
春
秋

『
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
』

文
　
／
こ
さ
か
　
ま
さ
み

絵
　
／
山
内
　
彩
子

発
行
／
福
音
館
書
店

 ～他にもこんな本が入っています～
一般書
・飛燕の簪	 著者／知野　みさき	
・リーチ先生（上・中・下）大活字本	 著者／原田　マハ		
・70歳からの手ぶら暮らし	 著者／松原　惇子　
・君と宇宙を歩くために　１～３	 著者／泥ノ田　犬彦
・初恋ソムリエ	 著者／初野　晴　
・アジサイ（12か月栽培ナビ）	 著者／川原田　邦彦
・世界秩序が変わるとき	 著者／齋藤　ジン　	
児童書
・歴史ゴーストバスターズ　1～９	 作／あさば　みゆき
・こどもせいきょういくはじめます	 著者／フクチ　マミ他
・とけるとゾッとするこわい算数1
　リンゴは何個もらえるでしょう?	 作／小林　丸々　
絵本
・へこきむしのおなら	 作／まつむら　まさき
・ようちえんにいくんだもん	 文／角野　栄子
・こねこのトトはおるすばん	 作／くらはし	れい

ちいさい子のおはなし会のご案内
中央図書館　毎月第２水曜日　午前10時30分から
八木図書室　毎月第３金曜日　午前10時30分から
※６月から中央図書館の開始時間が変わります。

冠事業
くわしくはこちら
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：29,352人（＋25）
　（男：14,299人

（＋22）
・女：15,053人

（＋3）
）

●世帯数：14,312世帯（＋98）
（令和7年5月1日現在）

（　）内は前月比

広報南丹

　

爽
や
か
な
風
が
心
地
よ
い
５

月
、
新
緑
が
ま
ぶ
し
く
、
外
へ
出

か
け
た
く
な
る
季
節
で
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
開
催
さ

れ
、
に
ぎ
や
か
な
風
景
が
広
が
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

後
も
、
そ
ん
な
地
域
の
魅
力
や
皆

さ
ま
の
活
動
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
暑
さ
が
増

し
て
い
き
ま
す
が
、
体
調
に
は
気

を
つ
け
な
が
ら
、
初
夏
の
訪
れ
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

編
集
後
記

い
る
。
明
智
光
秀
の
丹
波
攻
め
で
八
木
城
落
城
後
は

将
軍
足
利
義
昭
と
共
に
瀬
戸
内
を
備
後
へ
落
ち
延
び

た
。
そ
の
後
九
州
肥
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
小
西
行

長
の
も
と
に
身
を
寄
せ
る
。
豊
臣
秀
吉
の
命
を
受
け

た
小
西
行
長
と
共
に
朝
鮮
へ
出
兵
。
明
国
と
の
和
平

交
渉
の
全
権
大
使
役
を
務
め
た
。

　

内
藤
ジ
ョ
ア
ン
は
来
年
に
没
後
４
０
０
年
を
迎
え

る
。
１
６
１
４
年
、
徳
川
幕
府
の
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧

の
た
め
ジ
ョ
ア
ン
は
高
山
右
近
と
一
緒
に
加
賀
か
ら

長
崎
へ
送
ら
れ
、
国
外
追
放
に
よ
り
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

マ
ニ
ラ
へ
。
そ
こ
で
晩
年
を
過
ご
し
、
１
６
２
６
年

77
歳
に
て
永
眠
し
た
。
数
奇
で
波
乱
に
満
ち
た
彼
の

人
生
と
偉
業
を
た
た
え
１
９
８
２
年
八
木
城
の
麓
に

十
字
架
の
顕
彰
碑
が
た
て
ら
れ
た
。
２
０
２
１
年
に

は「
オ
ペ
ラ
内
藤
ジ
ョ
ア
ン
」が
市
民
も
参
加
し
上
演

さ
れ
た
。

　

来
年
に
迫
る
没
後
４
０
０
年
祭
、
開
催
を
と
の
声

は
既
に
聞
こ
え
て
く
る
。
是
非
実
現
を
と
願
う
。
規

模
や
内
容
は
と
も
か
く
、
彼
の
存
在
を
内
外
に
知
ら

し
め
次
の
節
目
へ
と
続
く
よ
う
、
内
藤
ジ
ョ
ア
ン
が

し
っ
か
り
と
南
丹
市
に
根
を
下
ろ
し
、
根
を
張
っ
て

ほ
し
い
。

南
丹
市
長　
西
村
良
平

　

生
誕
祭
や
没
後
祭
と
は
著
名
な
個
人
が
誕
生
・
他

界
し
て
か
ら
行
わ
れ
る
周
年
イ
ベ
ン
ト
。
社
会
に
大

き
な
影
響
を
残
し
た
人
ほ
ど
長
く
顕
彰
さ
れ
る
。
釈

迦
は
４
月
８
日
に
生
ま
れ
、
２
月
15
日
に
亡
く
な
っ

た
と
さ
れ
る
が
、
正
確
な
年
月
日
は
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
灌
仏
会（
か
ん
ぶ
つ
え
）や
涅
槃
会（
ね
は
ん

え
）と
し
て
顕
彰
と
い
う
よ
り
宗
教
的
行
事
と
し
て
信

仰
の
取
り
組
み
が
続
い
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
も
し
か

り
で
あ
る
。

　

記
録
が
残
る
人
物
で
は
、
例
え
ば
室
町
幕
府
の
初

代
将
軍
・
足
利
尊
氏（
１
３
５
８
年
没
）の
命
日
に
当

た
る
２
０
０
８
年
４
月
30
日
に
没
後
６
５
０
年
の
行

事
が
営
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
２
０
２
４
年
秋
に
は
豊

臣
秀
吉
の
正
室
北
政
所
＝
ね
ね
に
よ
り
建
立
さ
れ
た

京
都
東
山
高
台
寺
に
て
ね
ね
没
後
４
０
０
年
祭
が
行

わ
れ
た
。

　

偉
人
の
周
年
事
業
は
各
地
で
数
え
き
れ
な
い
ぐ
ら

い
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
生
誕
や
没
後
事
業
を

迎
え
る
の
は
、
戦
後
日
本
の
文
学
界
を
代
表
す
る
作

家
三
島
由
紀
夫
が
生
誕
１
０
０
年
。
江
戸
時
代
中
期

の
政
治
家
・
朱
子
学
者
で
幕
政
を
実
質
的
に
主
導
し

た
新
井
白
石
は
没
後
３
０
０
年
。
明
治
維
新
の
立
役

者
、
公
卿
出
身
の
政
治
家
で
あ
る
岩
倉
具
視
は
生
誕

２
０
０
年
。
そ
れ
ぞ
れ
何
ら
か
の
周
年
事
業
が
行
わ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

南
丹
市
内
の
歴
史
的
人
物
の
一
人
と
し
て
戦
国
時

代
キ
リ
シ
タ
ン
武
将（
八
木
城
主
）内
藤
ジ
ョ
ア
ン
が

▲庭のユキヤナギの花


